
風節
季

昭
和
元
年
（
１
９
２
６
年
）
か
ら
起
算
し
て
令
和

８
年
（
２
０
２
６
年
）
に
は
満
１
０
０
年
を
迎
え
る

こ
と
と
な
る
。
『
昭
和
１
０
０
年
』
を
機
に
、
昭
和

を
顧
み
、
昭
和
に
学
び
、
未
来
を
切
り
拓
い
て
い
く

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
今
日
の
我
が
国
は
少
子
高
齢

化
の
進
展
、
新
興
感
染
症
の
脅
威
、
地
球
規
模
の
気

候
変
動
や
そ
れ
に
伴
う
自
然
災
害
の
激
甚
化
な
ど
昭

和
期
に
は
経
験
し
な
か
っ
た
多
く
の
課
題
や
複
雑
で

不
安
定
な
国
家
間
の
安
全
保
障
環
境
に
新
た
に
直
面

し
て
い
る
。

政
策
提
言
組
織
「
令
和
国
民
会
議
（
令
和
臨
調
）」

は
本
年
２
月
５
日
に
、
人
口
減
少
に
適
応
し
た
社
会

に
移
行
す
る
た
め
に
、
改
革
提
言
を
公
表
し
た
。
頑

な
に
人
口
増
加
を
前
提
と
し
て
機
能
不
全
に
陥
り
つ

つ
あ
る
日
本
の
社
会
・
組
織
の
あ
り
方
や
制
度
を
抜

本
的
に
見
直
し
、
人
口
減
少
下
に
お
い
て
も
持
続
可

能
な
社
会
に
パ
ラ
ダ
イ
ム
チ
ェ
ン
ジ
す
る
こ
と
で
、

日
本
の
旧
態
依
然
と
し
た
非
現
実
的
な
状
況
を
脱
却

し
、
組
み
替
え
る
こ
と
を
提
言
し
て
い
る
。
こ
れ
は

令
和
国
民
会
議
の
「
国
土
構
想
」
部
会
が
２
０
２
３

年
７
月
５
日
に
、
人
口
減
少
と
い
う
現
実
と
課
題
を

共
有
し
、
地
域
の
あ
り
方
を
含
む
日
本
社
会
の
未
来

像
を
提
案
す
る
呼
び
か
け
第
一
弾
『
人
口
減
少
危
機

を
直
視
せ
よ
』
を
受
け
継
い
だ
も
の
だ
。

能
登
半
島
地
震
が
昨
年
の
元
旦
に
発
生
し
、
続
い

て
起
き
た
翌
２
日
の
羽
田
空
港
地
上
衝
突
事
故
（
指

数
分
布
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
）
は
、
災
害
列
島
日

本
の
象
徴
の
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

能
登
半
島
地
震
で
輪
島
市
に
最
大
震
度
７
が
観
測

さ
れ
た
が
、
震
度
７
が
記
録
さ
れ
た
の
は
２
０
１
８

年
の
北
海
道

胆
振
東
部
地

震
以
来
で
観

測
史
上
７
番

目
と
な
る
。

さ
ら
に
９
月

21
日
か
ら
23

日
に
か
け
て

能
登
半
島
に
豪
雨
災
害
が
直
撃
し
、
中
学
生
の
女
の

子
を
含
む
16
名
の
犠
牲
者
が
で
た
。
能
登
半
島
地
震

や
豪
雨
で
被
害
を
受
け
た
石
川
県
奥
能
登
地
域
の
４

市
町
で
は
、こ
の
１
年
間
で
人
口
が
４
６
７
８
人
（
率

に
し
て
８
・
４
％
）
減
少
し
、
人
口
減
少
に
拍
車
を

か
け
て
い
る
。
ま
さ
に
自
然
災
害
に
よ
る
相
乗
作
用

と
い
え
る
。

本
年
は
阪
神
・
淡
路
大
震
災
発
生
30
年
の
節
目
の

年
で
も
あ
る
。
震
災
発
生
か
ら
２
週
間
後
に
現
地
に

足
を
踏
み
入
れ
、
自
動
運
転
の
ポ
ー
ト
ラ
イ
ナ
ー
が

斜
め
に
崩
れ
か
か
り
、
一
見
す
る
と
無
傷
で
何
の
被

害
も
な
い
よ
う
に
見
え
た
ビ
ル
も
、
よ
く
見
て
み
る

と
傾
い
て
い
る
の
が
わ
か
っ
た
。
三
宮
の
そ
ご
う
神

戸
店
が
ほ
ぼ
全
壊
し
、
駅
前
交
番
が
姿
を
消
し
て
い

る
の
に
気
づ
い
た
。
平
成
の
時
代
に
な
っ
て
初
め
て

の
大
地
震
で
、
６
４
３
４
人
も
の
犠
牲
者
が
で
た
。

木
造
建
造
物
が
密
集
し
て
い
た
長
田
地
区
中
心
に
火

災
が
発
生
し
、
建
築
物
の
倒
壊
に
よ
る
犠
牲
者
が
多

か
っ
た
ら
し
い
。
地
震
記
録
史
上
、
大
地
震
の
発
生

が
過
去
に
な
か
っ
た
地
域
で
も
あ
っ
た
。
ハ
ー
ド
面

で
は
比
較
的
は
や
く
再
生
し
た
よ
う
に
見
え
る
神
戸

の
街
も
多
く
の
帰
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
々
を
生
み

出
し
た
。
災
害
は
そ
の
被
災
地
の
文
化
を
崩
壊
さ
せ
、

生
き
て
き
た
人
々
の
生
活
を
奪
い
、
そ
の
地
域
の
人

口
減
少
を
引
き
起
こ
す
。

人
口
減
少
の
原
因
は
と
問
わ
れ
て
、
即
答
し
か
ね

る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
生
物
圏
の
一
員
で
あ
っ
た
ヒ

ト
が
人
類
圏
を
作
り
上
げ
、
結
婚
し
て
子
孫
を
つ
く

り
、
育
児
に
時
間
を
費
や
し
、
生
命
の
連
鎖
を
維
持

し
て
い
く
、
そ
う
い
っ
た
パ
ス
ウ
ェ
イ
が
壊
れ
つ
つ

あ
る
こ
と
を
実
感
す
る
。
結
婚
し
な
い
人
た
ち
が
増

え
、
結
婚
し
て
も
子
供
を
つ
く
ら
ず
、
生
命
の
連
鎖

の
継
続
か
ら
離
脱
し
、
自
分
の
人
生
を
生
き
抜
い
て

い
く
。
こ
れ
も
ま
た
ひ
と
つ
の
人
生
だ
。
強
要
さ
れ

た
画
一
的
な
人
生
か
ら
、
主
体
的
で
多
様
性
の
あ
る

人
生
を
生
き
抜
く
、
そ
ん
な
時
代
の
到
来
が
『
昭
和

１
０
０
年
』
の
時
代
な
の
だ
ろ
う
か
？

『
昭
和
１
０
０
年
』を
迎
え
思
う
こ
と

― 

人
口
減
少
と
自
然
災
害 

―
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